
 
本    社   大阪市北区堂島浜二丁目 2番 8号    〒530-8230 TEL(06)6348-4210 FAX(06)6348-3206

東京支社  東京都品川区東五反田 2丁目 10 番 2号 〒141-8633  TEL(03)6422-4827 FAX(03)6422-4829

名古屋支社 名古屋市中区栄 3丁目 2番 3号    〒460-0008 TEL(052)261-1311 FAX(052)261-1336

 ２００９年７月９日 

麹菌が作る次世代の自己血糖センサー用酵素を開発 

 

当社は、食品などに幅広く用いられている麹菌が作る、次世代の自己血糖センサー

（患者が自分で血液中の血糖値を測定できる機器）用酵素「FAD－グルコースデヒド
ロゲナーゼ（FAD-GDH）」の開発に成功し、国内外で複数の特許を取得しました。
「FAD-GDH」は､高性能化が進む自己血糖センサーに使用される原料酵素として注目
されており、この開発をベースに自己血糖センサー用酵素事業を拡大していきます。 
 
１．開発の背景と経緯 
 糖尿病患者数の増加に伴い、自己血糖センサーの世界市場は毎年１０％近い成長が

続いています。自己血糖センサーメーカーでは、採血時の痛みを低減させるために測

定に必要な血液の量を少なくしたり、測定時間を短くしたりする開発競争が進んでい

ます。 
自己血糖センサーで、血液中の血糖と反応して血糖値を測定するために重要な役割

を果たすのが酵素です。これまでは主に PQQ－グルコースデヒドロゲナーゼ
（PQQ-GDH）という酵素が使用され、当社も販売をしています。しかし、入院時に
マルトースが含まれる点滴液で点滴を受け、PQQ-GDHを用いた自己血糖センサーで
血糖値を測定した場合、PQQ-GDHはマルトースにも反応するため、実際と異なる血
糖値を測定してしまうことが分かっていました。 
 当社は、この点を改善した次世代酵素として「FAD-GDH」に着目して研究開発を
進め、麹菌が作る「FAD-GDH」が自己血糖センサー用酵素として優れた特性がある
ことを見出しました。 
 
２．麹菌が作る「FAD-GDH」の特長 
 当社が開発した麹菌が作る「FAD-GDH」は、マルトース等に対する反応性がほと
んど無く、血糖に対する酵素活性が高いため､正確かつ迅速な測定が要求される自己血

糖センサー用酵素として最適です。また、遺伝子組換え技術などにより、耐熱性に優

れた「FAD-GDH」を大量生産することが可能となりました。 
 
３．今後の事業性について 
 今回開発した麹菌が作る「FAD-GDH」は、すでに国内外で複数の特許を取得済み
で､この「FAD-GDH」で当面年間１０億円の売上げを目指します。当社は､診断薬用
酵素事業を４０年前から展開し、自己血糖センサー用酵素事業を含む診断薬用酵素事

業で、世界第 2位のシェアを有しています（当社推定）。これまでに培ったノウハウと
コア技術を活用して、需要拡大が期待される自己血糖センサー用酵素分野で､今後も商

品開発と事業拡大を推進していきます。 



用語解説 
グルコースデヒドロゲナーゼ：グルコースから電子を抜き取る反応を行う酵素。 
 
FAD：フラビンアデニンジヌクレオチド。グルコースデヒドロゲナーゼが酵素反応す
る際に必要とされる補酵素の一つ。 
 
PQQ：ピロロキノリンキノン。グルコースデヒドロゲナーゼが酵素反応する際に必要
とされる補酵素の一つ。 
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